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(http//wwwrrlkyoto-uac」p/lndex/gyollhtml)をご覧 くだ さい 。1













































◎ 開 催場 所 熊 取交 流 センタ ー煉 瓦館 「コットン ホー ル」i
詳 しくは学 術 講演 会 の案 内 ペー ジ;
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平 成19年 度 共 同利 用研 究 の 公募 を行 ってお ります 。6
★ 共 同 利用 研 究(KURを利 用 するも の を除 く)1
錦撰羅 羅羅 研究1
★研究会(ワー クショップ・専門研究会)愛
糊 峯岩認 慧 翻 贔7日(金)必着1
提 出締切 日 平 成19年1月12日(金)k
公募要項・申請書は下記URLからダウンロードしてご利用ください。k
(http//wwwrrlky。tぴuac」P/JRS/k。b。/k。b。htm)ぎ
なお 、詳細 につ い ては 、共 同利用 掛 の ホー ムペ ー ジ 軽
(http//wwwrrlkyoto-uac」p/JRS/)をご覧 くだ さい 。 う
公 募 に関す る照 会先1
響灘 葛響2鞭 謬 児坪1262。1
次 号 以 降 の 配 布 を 滞 望 さ れ る 方 は 、総 務
掛 ま で 畳連 絡 くだ さ い 。
ご意 見 、ご感 想 を お待 ち して い ます 。
広報誌 「アトムサイエンスくまとり」に対するこ意
見 、こ感 想をお待ち しています。手 紙、FAX、Eメ












































































































































































































































































































中 性 子 物 質科 学 研 究 部 門
・助 手 喜 田 昭子(きた あぎこ)さんに 聞 く
喜田昭子さんは蛋白質の構造解析の研究者ですが、このたび、「酸
素添力口酵素メタピロカテカーゼの結晶構造解析」「PP1一力リクリン
A複合体の結晶構造解析」、「新規青色光受容体タンパク質の結晶構
造解明」等の研究で、「第8回大学婦人協会守田科学研究奨励賞」を
受賞しました。この賞は優れた若手女性研究者に贈られる賞です。
まず、ご専門の構造生物学について教えてください。
構造生物学とは生体内の分子(主にタンパク質)の働きを、その
形から理解しようとする研究分野です。タンパク質は、生理現象に直
接関わる物質です。20種類のアミノ酸が、遺伝情報に従って鎖状に
つながってタンパク質は出来上がっています。しかし、アミノ酸の並
び方だけからでは、タンパク質の働きを理解する事はできません。
それは、タンパク質は一次元的な鎖としてではなく、三次元的に組み
上がった立体構造をとることによってその機能を発揮するからです。
鎖状の並び方では遠くにあったアミノ酸同士が、立体構造では曲が
り曲がって隣に配置されていることもよくあります そのため、構造
生物学は国内外で、生命科学の大きな潮流となっています試験管
の中での実験では分からなかったことが、立体構造から一目で分か
ることもたくさんあります。醍醐味は、結晶が出来たとき電子密度
が見えたときの感動です。(精密化途中で)誰も知らない構造を世
界で最初に見ているという優越感があります(笑)。
今後どのような蛋白質に夕一ゲットを絞られていますか?
興味深い機能を有する、生化学的に重要なタンパク質全般につい
てですね。特に酵素タンパク質に興味があります。構造生物学の立
楽しみの一つになっています。
現在の研究テーマについて易しく教えてください。
水や二酸化炭素などの物質は、温度と圧力を上げていくとやがて
「超臨界流体」と呼ばれる状態になります。この状態の物質はとても
大きな溶解力を持ち、ダイオキシンなどの有害物質が分解できるな
どの特徴があります。さらに、もともと水や二酸化炭素なので無害
であることから、環境にやさしいクリーンな溶媒技術として、現在大
きな注目を集めています。このような「超臨界流体」の特性発現には、
分子密度の粗密によって生じるゆらぎ構造が大きな影響を及ぼすこ
とが知られています。現在私は、そのゆらぎ構造を中性子小角散乱
という手法を用いて観測し、そこで得られた情報から実空間の構造
を詳細に解明することで、「超臨界流体」の溶媒特性がどのようにし
て引き起こされるのかを明らかにしようと試みています。
将来の展望についてお考えをお聞かせください。
数年後、茨城県の東海村にJ-PARCと呼ばれる大規模陽子力口速器
施設が完成するため、中性子を利用した研究は将来が明るく、これ
から一段と発展していく分野だと考えています。私は一研究者とし
京都大学大学院工学研究科機概物理工学専攻
中性子物理工学研究室(福永研究室)
佐藤他加志君(博士後期課程1年)に 聞く
原子炉実験所での生活はいかがですか?
私は修士課程1年次まで京都で過こし、修士課程2年次から熊取
での生活を始め、今年で2年目になります。福永研に配属されるま
では、放射線というものを取り扱ったことが無く、配属当初はとても
不安でしたが、徹底した管理の下で安全に
使用できることがわかり、今では研究活動
を行う上で無くてはならない非常に強力な
手段として、積極的に利用しています。また、
実験所には個性豊かな人たちが多く、バー
ベキューなどのイベントも豊富なため、刺
激的で充実した毎日を送っています。さら
に研究の都合上、日本全国のさまざまな
施設において実験などを行うため、いろ
いろな土地を訪れることができることも、
てその発展に少しでも貢南犬できればと考えています。その
ために、現在は原子炉実験所で研究の日々を送っています。
将来、日本の中性子研究を背負って立つであろう、明るくて
活発な佐藤君、若き研究者として原子炉実験所から大きな
一歩を踏み出しています。
賢」 亀7uu覧 ワuu
京都大学大学院工学研究科機械物理工学専攻中性子物理工学研究
室(福永研究室)博士後期課程1年・佐藤他加志君
愛知県出身。
2000年4月、京都大学工学部物理工学科入学。
1
2004年3月、同卒業。
2004年4月、京都大学大学院工学研究科機械物理工学専攻修
士課程入学。
2006年3月、同修了。
2006年4月、京都大学大学院工学研究科機械理工学専攻へ進学。
